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平成19年度動物用医薬品危機管理対策研修会
検査第二部長　　　　　　 橋美幸
抗生物質製剤検査室長　　石川　整
一般薬検査室長　　　　　遠藤裕子
残留化学検査室長　　　　小池好子

動物用医薬品に係わる危機管理対策の一環として、薬剤耐性菌発現状況検査及び医薬品の検査（品質確保検査）を

全国の都道府県で実施していただいている。これに必要な技術の習得、確認、斉一化等を目的として危機管理対策研

修会を本年も動物医薬品検査所において実施したので報告する。

研修を含めたこれらの事業は、17年度から「食の安

全・安心確保交付金実施要領」（平成17年４月１日付け

16消安第10272号消費安全局長通知）に基づき実施され

ることとなったが、その検査の必要性や実施体制は従

前と何ら変わることはなく、当所は都道府県で実施し

て頂く検査を積極的に支援するために研修事業を実施

している。今年度は、第２調査クールの最終年度であ

る4年度目の薬剤耐性菌発現状況検査と品質確保検査を

全都道府県を対象として実施することとして計画した。

それぞれの研修会は、前者は45都道府県、後者は41都

府県の家畜保健衛生所等の技術者が参加し、それぞれ

前期及び後期に分かれて、当所において前者は３日間、

後者は２日間の日程で行われた。

なお、本年度は試行的に品質確保検査において、全

く初めての研修者を対象に、研修会の前日に事前の基

礎研修を任意参加の個別研修会として企画し、11名が

参加した。

薬剤耐性菌発現状況検査

前期（サルモネラ、大腸菌）

６月５日（火）～７日（木）

後期（腸球菌、カンピロバクター）

６月12日（火）～14日（木）

医薬品の検査

前期（ビタミン剤（水溶性）、合成抗菌剤Ⅰ）

６月20日（水）～21日（木）

後期（肝臓疾患用剤、合成抗菌剤Ⅰ）

６月27日（水）～28日（木）

個別研修　前期：６月19日（火）

後期：６月26日（火）

４回の研修会とも無事に終了し、十分な成果を上げ

たものと確信するところである。また、来年度以降も

各都道府県のこの検査事業への積極的な参加を期待す

るとともに、当所もさらに効率的で有意義な研修のあ

り方について検討していきたい。特に、品質確保検査

の個別研修の成果は、初めて検査を行う研修者にも取

り組み易い研修会とするための参考としたい。なお、

薬剤耐性菌発現状況検査については、来年度以降も全

国規模で継続して実施することを既にお示ししている

ところであるが、実施方法の詳細については、規模を

縮小する方向で現在検討中である。

（1）薬剤耐性菌の発現状況検査研修会

①講義等

ア．事業の概要説明（畜水産安全管理課薬事審査管理

班課長補佐）

「食の安全・安心確保交付金実施要領」（平成17年

４月１日付け16消安第10272号）及び「平成19年度動

物用医薬品の危機管理について」(平成19年３月28日

付け消費・安全局畜水産安全管理課薬事審査第二班

長事務連絡)に沿って本事業についての解説及び本研

修会開催の主旨について説明があり、全国レベルで

の継続的な耐性菌の動向監視について、各都道府県

に協力の要請がなされた。

イ．JVARM平成18年度調査成績と今後の展開（抗生物

質製剤検査室長）

JVARM事業第２クール３年目にあたる平成18年度

において分離収集された、健康家畜の糞便由来サル

モネラ、カンピロバクター、腸球菌及び大腸菌の総

計1068株についての薬剤感受性成績及び性状解析成

績等を中心に概説した。

ウ．飼料添加物関係薬剤耐性菌実態調査（農林水産消

費安全技術センター　會田紀雄）

飼料添加物専用抗生物質について、近年の給与状

況と薬剤耐性菌の出現状況の比較解析等を中心に概


